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料で貸し出していた。値段については学生間で否定意

見があったが、特別展は概して収益を必要とするもの

であり、利用も任意であるため私は妥当なものだと思

う。会場全体は、展示室 3 室とその間の通路から成っ

ている。順路指示板などの不備がみられたが、単純な

配置であり推測はしやすい。

入場してすぐの第 1 展示室は、ナスカの自然、日常生活、

ナスカ人の姿について、土器、繊維製品、ミイラなど

からアプローチする内容となっていた。ここではテレ

ビを用いて布に包まれていたミイラの開梱作業を紹介

しており、来場者の中にはこれをみて小さく歓声をあ

げる人もいた。

　第 2 展示室は第 1 展示室から通路を挟んで向かい側

で、ナスカ人の姿、音楽、神々、戦争、性表現について、

人骨、土器、楽器、死者を包むマント、金製品から触

れていた。ここには土器の展示台を回転させる工夫が

見られた。しかし外科手術痕の紹介のため展示してあ

る頭骨の中には、手術痕が見えない方向に向いている

ものもあり、こちらも回転台の使用など工夫をするべ

きだと思われる。

　第 3 展示室は地上絵を扱うフロアである。床には照

明によって地上絵の図像が映されており、奥にはシア

ターが設けられ、パンパのジオラマや実物の礫、地上

絵の体感レプリカなどが置かれていた。シアターでは

バーチャルリアリティでパンパを空から眺める映像が

上映された。

　会場を回っていて個人的に気になった点は、第 1 展

示室に入ってすぐのところで土器が年代順に並べられ

ているのだが、それが時代を遡る並び方である ( 順路

に沿って時代が下る方が見やすいのに ) こと、照明が

遺物前面に陰を作っていること、製作方法については

触れられていないこと、地上絵に関する展示がインパ

クトに欠けることなどであった。また、展示ケースに

は指紋や皮脂の付着が見られ、来場者のモラルも気に

なるところである。

ナスカ文化は、南米ペルーに紀元前 100 年ごろから紀

元後 700 年ごろまで存続したが、文字を持たない文化

であったため、今も謎が多いと聞いていた。ただ、乾

燥した地域であるために数多くのミイラや遺物が残

り、またその色彩も鮮やかに保存されている。そのた

め土器などに描かれた図像から、当時の様子が少なか

らず読み取れる。服装、コカの使用、数々の楽器を用

いた儀式、盛んな戦争と首級の扱い、動物や神々の認

識など、文字がなくとも分かることは多いようである。

図像ばかりを扱うということで一般の来場者も分かり

やすいのではないだろうか。会場のいたるところで頷

きや小さな感嘆を見たように思う。　

　ナスカ展は、TBS アンデスプロジェクトの第 3 弾で

あり、全国を回る巡回展である。地上絵と言えば、世

界 8 番目の不思議とも呼ばれる有名な遺跡であるから、

おそらく全国で多くの人々が会場に足を運んで、ナス

カ文化に触れていることだろう。今後プロジェクトに

よる更なる研究で歴史の空白が埋まってゆくことを期

待したい。

	 　ナスカ展　織物を見る
　　魚水　環（文学部史学科考古学専攻 2 年）

　２００７年６月２１日、石川県立美術館にて催され

ていた「世界遺産ナスカ展　地上絵の創造者達」へ考

古学実習の一環として行ってきました。本稿は、その

中でも特に印象深かった織物のことを主に書いてゆき

たいと思います。

　紀元前１００年頃から後７００年頃までおよそ

８００年にわたって続いたナスカ文化にあって、織物

は極めて重要かつ独特な位置にあったと考えられてい

ます。墓地から出土するミイラはいずれも布で丁寧に

梱包されており、一部の梱包にはきわめて細緻な構造

と多様な色彩を持つ織物が使われております。日用品

であったとしても儀礼用の品であったとしても、埋葬

という特殊な行事に使用されている以上に、それはナ

スカの人々が織物に意味を見出していた証左に他なり

ません。梱包材に使われたマント以外にも、頭飾りの

布・帯・上衣など多くの織物が発見されていること、

それらに見られる紋様の規則性、シンメトリーもまた、

これを裏付けるものと言えるでしょう。

　ナスカの織物に見られるシンメトリーは、布を織る

時の色糸の動きを拡大したかのような構造になってい

ます。「布や紐の構造それ自体がナスカの人々にとって

重要な意味を持っていた（フレイム 2006 :84,l.5~7）」

ためと解説されています。メアリ・フレイムは『繊維

関連技術は、複雑で多様な世界（中略）に一定の秩

序を与えるための、使い勝手の良い枠組みだったので

あろう。さまざまな関係を視覚的コードによって組織
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4. 文章表記について

　度量衡単位は cm、kg、㎥等のように記号を、数量

　は算用数字を使用する。

5. 註・参考文献について

　註は通し番号を付し、文章末尾に一括して掲載する

　こと。本文中の参考文献は執筆者と刊行年を明記し、

　引用箇所が明確な場合はそのページ・行数を参考文

　献とともに記入する。

6. 挿図・写真図版について

　a. 挿図はデジタルトレースまたは手書きトレース済

　　みの完全版下とし、縮尺・写植・見出しなどの指

　　示を入れる（写真図版も同様）。

　b. 編集作業を潤滑におこなうため、割付見本を作製

　　すること。

　c. 挿図および表は典拠を明記する。但し、執筆者自

　　身の原図 ･ 表の場合には断る必要はない。
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化しようとする際、誰にでも理解されうる繊維関連

技術をモデルにするのが一番わかりやすかった』の

ではないか、と続けております（フレイム 2006:211, 

l.24~28）。これはすなわち、繊維技術を記号論的に解

釈したものと捉えられましょう。つまり、ナスカの人々

にとって繊維技術とは、世界（自然の世界と、社会的

に構築された社会との両方、またはどちらでもない中

間的な意味）の一部を切り取り、自分達の前に現出さ

せる一種の記号的意味合いを持つものであったのでは

ないかというのです。

　織物は、全ての工程に関して綿密な構想や計画の上

に織り上げてゆくことのできるものです。時間的な隔

たりや、民族による習俗の差異を考慮すれば、民俗的

事例をそのまま参考にすることはできないでしょう

が、現地の人々は今でも糸と機織りを自在に操り、布

を余らせることなく織物を仕立ててゆく技術を身につ

けているといいます。ナスカの織物の精緻な構造は全

くその計画性のなせるものと言えるでしょう。それに

よりある種の “ 世界 ” を現出させていた（のかもしれ

ない）ナスカの織物は、それだけでも自分の考古学的

情熱をかき立てるには十分なものでありました。
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